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この広報は、町民の皆様にご協力いただいた令和４年度共同募金の配分金を財源に発行しています。

誰もが暮らしやすい社会に

　邑南町社会福祉協議会では、福祉教育を通して「地域住民の豊かな成
長」と「地域福祉の推進」を目指しています。福祉は様々な人が幸せに
なるためのものであり、誰もが暮らしやすい社会を作るために必要不可
欠なものです。自分自身だけでなく他者への思いやりの心を育てていく
ために、当会はこれからも邑南町内の福祉教育に力を入れていきます。
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体験を通して、まずは感じてみよう



お問合せ先／社会福祉協議会・地域福祉課　　℡　84-0322/　050-5207-5434　　

　弁護士による権利擁護に関する制度の説明や、社会福祉士による寄り添い支
援に求められる心得、社会福祉法人職員と支援員活動実践者による事例発表な
ど、盛りだくさんの内容でした。

身近な『権利』について考えを広め、地域における『お互いさま』の支え合い
活動につなげていきたいと思います。
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つなぎ、つながり、つなぎあう
共生社会に向けて、できることからはじめようと

みんなでボランティア研修みんなでボランティア研修
を行いました。
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「自分らしく（自立生活）」、「みんなと暮らす（日常生活）」
という当たり前の生活を守ろう！！

権利擁護支援員に興味がある方、また権利擁護に関してのご相談は下記までご連絡下さい。

色んな意見があるよ

共生社会とは誰もが
（性別・年齢・障が
いに関わらず）互い
に支え合い、認め合
う社会のことです。
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お問合せ先／社会福祉協議会・地域福祉課　　℡　84-0322/　050-5207-5434　　

　心を通わせる術は言語だけで
はないということ、また視覚障
がいの方がどのようなことで困
るのかという想像力を養うとい
うことがこの体験を通して、で
きたのではないでしょうか。自
分にできる小さな親切を想像す
ることから、共生社会につなげ
ていきます。

　できることを、できるときに、できるだけの
範囲内で活動していこうという思いを持った皆
さんが参加してくれました。自分だったら何が
できるかということをカードを使って模索し、
「一人では解決できないことも皆がいたら、解
決できるものだね。」という結論に。お互い様
の心でつながりあいを作ります。
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優友サポーターに興味がある方、また利用に関してのご相談は下記までご連絡下さい。

あなたに寄り添って、暮らしの困りごと伺います。

島根オロチビート浜田
（ブラインドサッカーチーム）

の方をお呼びしました

ボールの中にある
鈴の音だけが頼りだ！！
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邑南町内福祉教育の推進邑南町内福祉教育の推進
福祉教育を学び、大きな視野を持つ人材に！！

　ヘッドフォンと特殊眼鏡を装着することで、
聞き取りの難しさや、文字の見えにくさを体験
してもらいました。「見えにくい！」、「聞こえに
くい～！」など大騒ぎです。

　羽須美中学校の生徒さんが、デイサービスに
来訪して利用者さんを楽しませてくれました。
素晴らしいパフォーマンスに利用者さんも大感
激です！！

　邑南町社会福祉協議会では邑南町内の学校での福祉教育を
推進しています。福祉を学ぶことにより、子どもたちの視野が広が
り、色々な視点で物事を見れるのではないかと考えています。学
ぶことで福祉を意識するというきっかけづくりをこれからも続け
ていき、一生楽しく暮らせる町づくりを目指します！

　子どもたちの思いつく限りのボランティアを
紙にあげ、自分たちで実現可能なものは何かを
話し合うことで「自分たちができることを出来
る範囲で無理せずやっていこう！」という意識
がめばえました。

　車いすの操作方法を体験することで、障がい
のある方を取り巻く環境についての理解を深
め、自分たちに何ができるかということを具体
的にイメージできるように！なりました。

高齢者疑似体験

デイサービス体験

ボランティアとは

車いす体験

坂を上るの大変…
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　９月26日（火）にひとり暮らし高齢者の会「いなほ
会」（瑞穂）で研修旅行に行ってきました。総勢20名で
広島の君田温泉に行き、美味しい食事をいただきました。
皆さん話が尽きず、大変盛り上がりました。「来年もまた
こうして皆で研修旅行に行けるように健康でいなくちゃい
けないね。」と約束しあい帰路につきました。
　この会が楽しみな会であり続けるために、来年もしっか
り皆さんと一緒に計画を練っていきたいと思います。

お問合せ先／社会福祉協議会・地域福祉課　℡84-0322/050-5207-5434

　10月13日（金）にひとり暮らし高齢
者の会「ほたる会」（羽須美）で研修旅
行に行ってきました。総勢19名で広島
の世羅高原に行き、道の駅やワイナリー
で買い物をし、美味しい食事をいただき
ました。天気の良い中、花が咲き乱れる
世羅高原を「歩くのがしんどいわ～。」
などと言いながらも、楽しく探索しまし
た。当会では参加者同士の交流を図り、
皆さんが笑顔になれるような活動を行っ
ています。邑南町在住、65歳以上でひ
とり暮らしの方は、ご興味あればぜひ下
記までご連絡下さい。

邑
南
町
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
の
会

「
い
な
ほ
会
」・「
ほ
た
る
会
」

研
修
旅
行
報
告

「いなほ会」（瑞穂地域）「いなほ会」（瑞穂地域）
　　　　　　　　　　in 君田温泉in 君田温泉

「ほたる会」（羽須美地域） 「ほたる会」（羽須美地域） in 世羅高原in 世羅高原

楽しく年を楽しく年を

 重ねています！
 重ねています！

楽しい仲間たちと一緒に笑いあうのが元気の源です！楽しい仲間たちと一緒に笑いあうのが元気の源です！
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 「むくのき会」の忘年会を開催します!
町内６５歳以上のひとり暮らしの方ならどなたでも参加可能です。

☆対象者　　町内在住の65歳以上のひとり暮らし
　　　　　　の方。
☆日　時　　11月29日（水） 11:00～15:00
☆場　所　　矢上交流センター 大ホール
☆負担金　　1,000円
☆申込方法　詳細・申込は下記までご連絡下さい。

☆対象者
　町内在住の65歳以上のひとり暮らしの

方で、年越しをひとりで過ごされる方
☆お届け日
　12月31日（日）
☆負担金
　2,000円（3,500円の
　おせち代金のうち地域
　歳末たすけあい募金より
　1,500円を助成します。）
☆申込締切　11月30日（木）

「おせち料理」の配食を邑
南町民生児童委員協議会と
の共催事業として行います。
予約申し込みは一人暮らし
高齢者の世話人さんを通じ
て行っていますが、お電話
等での申込みも可能です。

　たくさんの人との交流を通して、笑顔で元気にすごしましょう！多くの方のご出席をお待ち
しております。

むくのき会とは邑南町在住の65歳以上のひとり暮らし
の会です。町内全体を「むくのき会」、地域ごとにわけた
ものを「ほたる会（羽須美）」、「いなほ会（瑞穂）」、「さつ
き会（石見）」と称しています。

この事業は「赤い羽根共同募金
（歳末たすけあい募金）」が財
源となっています。

初めて参加されるかた
大歓迎！！

むくのき会

ほたる会
（羽須美）

いなほ会
（瑞穂）

さつき会
（石見）

「おせち料理」の配食について「おせち料理」の配食について

※年末のおせち料理ご注文
の方は、各地域の忘年会
当日に会費と一緒に集め
ますので、出来るだけおつ
りがでないようお願いし
ます。

お問合せ先／社会福祉協議会・地域福祉課
℡84-0322/050-5207-5434
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◆奨学生の資格
・町内に５年以上居住している方。
・両親又は両親にかわる保護者が10年以
上町内に居住している方。
◆奨学生の決定
　奨学生選考委員会において選考の上で仮
決定する。（一時決定2月下旬、以後は随
時）入学後、在学証明書の提出をもって本
決定とする。
◆貸与額
・高等学校
　月額　20,000円以内
・専門学校、短期大学、大学
　月額　100,000円以内

◆貸与方法
　年３回指定口座へ振り込み（4･8･12月）
◆返還期間
　10年以内
◆返還額
　貸与総額（無利子）
◆返還方法
　月賦または半年賦／年２回
　（３月末、９月末）のいずれか

　この事業は、町出身の学生で、経済的な理由によって就学が困難な方に対して、無利子で
学資を貸与する制度です。高校、大学等に在学中の方にも貸与可能です。年度途中でも随時
受付とします。お気軽にご相談ください。

 奨学資金貸与事業のご案内 奨学資金貸与事業のご案内令和6年度 〈無利息〉

●募集期間
　令和６年１月１０日（水）～２月９日（金）
●お問合せ
　邑南町社会福祉協議会　地域福祉課
　☎84-0332　☎050-5207-5434

石見地域
原　フシエ 様 この度、西部デイサービス利用者で100歳を

迎えられた方のお祝いを行いました。これから
も笑顔で通ってきてください！

100歳のお祝い100歳のお祝い
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多
く
の
方
か
ら
、
心
温
ま
る

寄
付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
寄
付
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、
高
齢
者
福
祉
、
障
が
い
者

福
祉
、
児
童
福
祉
推
進
事
業
を

は
じ
め
と
し
、
地
域
福
祉
推
進

（
地
区
社
協
へ
の
助
成
等
）
の

組
織
化
及
び
活
動
の
貴
重
な
財

源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

ち
ょ
こ
っ
と
コ
ー
ナ
ー

10月

おおなん社協  2023.11 No.195 （8）


